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チ ョツト*ひ とこと

昨年1ユ月、千歳市より、総合学習の一環として環境学習の講師依頼

環 蝋斜謙漏怨鍛鰍1欝誓塩霧礎 饗
境 供達の蹴 をうまく引き出せるカ・鞍 であつたが、まもなく、それカ{

教1:際 蓉瀧 職傷 贈銃1響拓謄1黙 膿鰭
育 だった款 に生態細 構 〃)潟の艦 鳥の巣など自㈱ 、ら持

の

必

要

性

ち込 ん だ物 を 見せ 、野 生 動 物 の話 に な る と 、子 供 達 の 様 子 が 一 変 した。 身近 にあ る物 で も注 意

し、 「なぜ この 様 な 形 や 色 に な っ て い る の か 、 きっ と敵 に 見 つ か ら な い よ う に 。 な ぜ こ の 様 な

」 、 所 で生 活 を して い るの か
、 食べ 物 が 沢 山あ るか ら。 等 と疑 問 や 想 像 しなが ら観 察 す る こ とが 大

切 な こ とだ」 と話 した。

また 、 こ の体 験 は私 に と っ て も、新 しい発 見が た くさ んあ っ た。 子 供 達 は 、生 き物 に興 味 は

あ るが 、野 外 に 出て 自然 と触 れ 合 う機 会 が 少 な い こ と、そ して 自分 で生 き物 を飼 っ て み た い と
`

思 っ て い る こ と等 が 分 か った 。 しか し、 なか な か飼 わせ て もら え な い 理 由 に 「世 話 が 大 変 」、

「生 き物 は 死 ん だ ら可 哀 想」 等 が あ げ られ る の で は な い か,,そ こで お 手軽 に ペ ッ トの 飼 宥 が 体

験 て きるバ ーチ ャ ル飼 育(コ ン ピ ュ… タ内 で 生 き物 を飼 う事)が もて は や され て い る。 アニ マ ルセ ラ ピー一

(動 物 に触 れ 合 う こ とに よっ て心 を癒 す 治療)に 、 ロ ボ ッ トも使 わ れ 出 して い る 。 行 政 で は 、 カ ラ ス の 駆

除 を ゲー ム形 式 で 行 って い る。 この 様 な時 代 なの で 、生 き物 の 飼 い 方 、 接 し方 、 動 物 の 駆 除 も ゲ ー一ム 感

覚 に な り、生 へ の畏 敬 が 消 滅 して い る。

生 きた動 物 を飼 い 、毎 日休 む こ と な く世 話 を し、死 んで しま い悲 しい 思 い を す る 中 に 、 学 ぶ こ とが あ

る 。生 あ る もの は死 ぬ か ら良 い の で あ る。 生 き物 と接 した い 、飼 い た い と い う芽 を 摘 ま な い で 欲 しい 。

今 回 の授 業 も実 際 に野 外 に 出て 、子 供 達 と自然 を探 索 しなが ら 、剥 製 の 鳥 で は な く、 生 きて い る 野 鳥 に

触 れ させ て あ げ た か っ た 。

また 、環 境 問 一題 につ い て 、現 在 世 界 的 に どの 様 な動 きが あ る か とい う事 も、子 供 達 に知 っ て

も らい た い事 の… つ で あ る、,ig92年 リオ ・デ ・ジ ャ ネイ ロ で 開催 され た 「地 球 サ ミ ッ ト」(国

連蹴 醗 会議)か ら巨1隊の塒 は勿論・礫 まで環境1こ対す績 任を鰍 し始め・穂 の1フ'佐 ざ

サ イ ク ル法 が 出 来 て きて い る 。21田:紀 は 、環 境 の世 紀 と言 わ れ て い る 中 、現 在 社 会 の 考 え る 環

駿 ∵ 鹸藩 ㌫ 藻ぞ瀧糠翫 物磁鵬 認1躰み鱒讐欝 ・藤
子 供 達 に 、 自然 の す ば ら しさ、楽 し さ、 反 面 の恐 ろ し さ と共 に 、私 た ち大 人 が犯 した 過 ち に つ`「`

いても、知って貰わなければならない。これから、どの椥 こすべ きなのか叛 る為に、現状の 正 馨.

正 しい知識を持つ機会を増やすことが、私たち大人の大 きな役割ではないだろうか。

授業終了後・担当の難 から子供の学習 のテーマに 「環境」があり・自然環境保全 に対する 秀 馨

意識、関心の啓発を図ってい くことは教育における必携課題だという話に共感 した。

(苫小牧市在住)
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意 見 書

国土交通大臣宛 「日高横断道路中止」

要望書を1月22日 提出

俵会長と高畑、嶋田理事が要望書を持って上京 し、佐藤静雄副大臣に面談 して手渡 した。俵

会長と佐藤副大臣はかつてテ レビ番組で一緒になり顔見知 りであったところか ら実現 した。し

か し、副大臣の 「日高山脈」に対する理解は薄 く、"自 然保護関係者 と協議 しなが ら工事進め

ているから心配ない"と か、"中 部山岳地帯は地質が脆いから道路工事で きない(日 高のほう

が もっと脆い)"、 挙句の果てに"こ の道路は私の知事選の公約であった"と 言われた。

これに対 して私たちは、日高山脈の自然の貴重なこと、開発局の事業再評価が不備なこと、

「開発道路」の 目的 と違うことを指摘 し、無駄な公共事業を止めるように要請 した。時間が15

分 と限られていたために、要望書を手渡すに止まり、双方十分な話 し合いにはならなっかった。

しか し、地元選出副大臣に、利権を求めた陳情 とは逆の 「公共事業中止」の要望 を届けたこと

の意義は大 きいと思っている。

なお、この上京要請に合わせて、環境省に理解 と協力を求める話 し合いを申し入れ実現 した。

自然環境局、国立公園課の幹部の方 と会談 したが、日高横断道路問題の状況はよく理解されて

お り、日高山脈の自然保護のために環境省 として何ができるかという点から検討をしたいとい

う発言 もあった。私たちは、日高横断道路問題は1984年 協議で決着済みと傍観せずに、環境省

として時代の要請 を受けて、再検討 されるよう期待すると申し入れた。

「日高横断道路」 中止に新 しい組織が望まれる

協会では、かなり力を入れて活動を続けているが、建設理由も必要性 も費用対効果 も破綻 し

ていることが明らかなのに、今年の道予算には 「日高横断道路」工事費が計上 されている。理

屈で勝って も、道 ・開発局は無視 して工事を継続 している。この様子をもっと大勢の市民に知っ

て もらって、工事を止める世論にまで盛 り上げる必要がある。協会は今まで通 り、再評価を求

めて活動を続けるが、大 きな世論の盛 り上が りを引 き起こす新たな活動組織が期待 される。会

員か らも、直接参加 して活動 されるよう呼びかける。
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日高横断道路が影響を及ぼす
範囲を考える=エ ッジ効果 について

佐 藤 謙

「自然の奥深 さと原始性」が特徴となる日高山脈核心部に、長大な横断道路が一本通 されると、その

自然はどのような影響を被るのだろうか。鮫島(1984)は 、この道路建設の影響について 「1枚 の吸い

取 り紙にインキで1本 の線を引 くようなもの」、横断道路が 日高山脈の大 自然を分断することに対 して

「1カ ラッ トのダイヤモンドを2分 の1カ ラット2個 に、また4分 の1カ ラッ ト4個 にして価値を下げる

愚策」 とそれぞれ比喩 して、横断道路は日高山脈全体に大 きな影響を及ぼす と危惧 している。上記の比

喩では 「2分 の1カ ラットのダイヤモ ンド」の値段が1カ ラットの半値以下になるので、それが 「2個 」

あったとしても1カ ラットの値段に届かなくなる。だから 「愚策」なのである。なお、この比喩を補強

すると、日高山脈は国内最大級のダイヤモ ンドに例えるのが良い。

この比喩 と深 く関連する内容が、最近良 く読まれている本、プリマック(1997)の 「保全生物学」 に

書かれている。図のAに 示すように、一辺が1,000m(1km)、 面積100haの 保護区を考え、仮に野良ネコ

が保護区の境界から100m入 って森の中を歩きまわるとして、森に棲む鳥が営巣 し雛を育てることがで き

るのは、この境界部分の面積36ha(900m×100m×4)を 除いた64haに なる。 この境界部分をエ ッジ効

果 と呼ぶ。

他方、図のBに 示す ように、この保護i区に南北に幅10mの 道路を建設 し、東西に幅10mの 鉄道を引 き、

保護区を四等分すると仮定すると、この道路 と鉄道によって失われる面積はわずか2%(2ha=1,000m

×100m×2)に 過ぎない。 しかし、495m×495mの 面積に四分割された保護区では、野良ネコは車道や

鉄道からも侵入するので、境界部分(エ ッジ効果)は 面積395m×100m×4と なる。その結果、鳥が生

息できる面積は約8.7ha、 保護区全体 としては34.8haと なり、図Aの64haか ら大幅に減少する。 この例で

は、わずか2%の 面積に影響を与えるとした行政側の予測に対 して、保護i区の分断化 とエッジ効果によっ

て、およそ65%の 面積への影響を及ぼす結果 となっている。

このように、生息地が分断化されるほどエッジ効果が増 し、単純な予想以上に、生息で きる面積が大

幅に減少 して しまう。ただし、生物の種類によってエ ッジ効果の及ぶ範囲が異なると考えられるので、

道路や鉄道による分断化が及ぼす影響範囲については、上記の野良ネコと鳥の関係の ように、種類ごと

に研究 ・検討 ・評価 していかねばならない。

生息地の分断化とエッジ効果については、都市に残存 した自然林や二次林のように、 とりわけ分断化

された自然 において注目されている。それは、緊急に、それらの研究とその後の対策 を講 じなければ、

分断された場所では生息できなくなる種、絶滅する種の急増に結びつ くからである。従って、人為の影

響が多い地域では、その解決策として 「緑の回廊づ くり」が考えられている。

日高横断道路に関 して、ただ1本 の道路による影響は少な くないという非科学的な声 もある。 また日

高横断道路に関する環境影響評価報告書では、植生から判断 した道路周辺に及ぼす影響範囲が道路端 を

起点とした2～14mで あると断定して、周辺への影響の少なさを強調 している。 しか し、エ ッジ効果 は、

約100㎞ に及ぶ道路の両側に、相当の幅で作用するもの と考えられる。先に挙げた文献では、エッジ効果
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として日照などの微環境が変化 し、植物に影響する範囲は道路の端から500mと 記述 している。現在進行

中の工事では、事前の予測とは全 く合致 しない、幅100mに 及ぶような崖地や崩壊斜面での法面工事が行

われてお り、植物から見た影響範囲は、その法面の端からさらに500mと すると、道路の両側に合計1km

以上の幅を持つと予想で きる。

過去の林冠に被われる場合が多い狭い規格の林道から、今後の森林が完全 に分断 される広規格の車道

への変化は、急峻な地形が卓越する日高地方では大がか りな法面工事を伴 うので、動物 を含 んで、生物

の種類ごとにエ ッジ効果が大幅に増大することは確実である。とくにダム湖や河川に近い場所での道路

建設によって、水辺の生息地が分断され、エッジが増えると生息地を減少 させる動物が多数いるように

予想される。日高横断道路に関 して、このような影響評価はいまだに調査 も証明 もされず、論議 されて

いない。

先の文献では、エ ッジに沿って新たに侵入する生物、生息地を拡大する生物 も記述されている。例え

ば、エゾシカをそれに該当させることができるように思われる。エゾシカは、 とくに道央や道東におい

て、近年ほど車道わきの外来牧草で被った人工的な法面で採食する姿を見かけるようになった。30年 ほ

ど前には大雪山の車道や日高山脈の林道で希に見かける程度であったエゾシカは、現在では交通事故が

心配されるほど遭遇の機会が頻繁になっている。このことは、エゾシカの急増自体にも原因があると思

われるが、一方でエゾシカが森林の泊まり場と草原の採食地がセットになった場所 を好むので、背後を

森林に囲まれ、栄養価の高い牧草が生えている道路の人工的法面が絶好の生息地になるからと考えられ

る。日高横断道路では、広規格の道路が延長するにつれて、法面も延長 されるので、エゾシカが奥地 ま

で高密度に生息 していくことが予想される。道路によって森林が分断されエ ッジとなる人工的草原を造

ると、エゾシカは生息地を拡大する生物と考えられるのである。また、外来牧草に混 じった帰化植物、

外来牧草を食べる昆虫類、それを食べる鳥類など、元々生息 していなかった生物 も法面に沿って侵入 し

て くるであろう。このように、エッジ効果によって新たに侵入してくる生物、生息地を拡大 させる生物

についても、道路の影響として考慮 しなければならない。

日本最大の国定公園、しかも奥深い自然にあふれた日高山脈核心部を通過す る道路は、エ ッジ効果の

観点からも、その価値を失わせる大きな影響が危惧 されるのである。

(A)

///////////////////////

境 ///

界 ///

部 ///

分 ///
o 内部面積 ///

工 64ha ///

ツ ///

ジ ///

効 ///

果 ///

/// ///

///////////////////////

1&o∴

)m

(B) 道路(幅10m)

ノノノエッジ　　 ノノ

多殴i
///////////

ノノノエッジ　　ノノノ

;1回i;
///////////

100m←800m

ノノノエッジ　　 ノノノノ

ii□ii
////////////

ノノノノノノノノノノノノ

ii□ii
///エ ッジ効果////

→100m

(謡m)

内部面積

8.7×4=34.8ha

図.分 断 化 とエ ッジ効 果 に よ る生 息 地 の 減 少(プ リマ ッ ク1997)
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、.噛北 大 φ ポ プ ラ伐 採 に思 う 田中 晴夫
(会 員)

1月26日 早朝、北大構内中央道路のポプラ12本の伐採が始まった。樹齢はお よそ60年 。気軽 に考える

人は、寿命が来たのだと思うかも知れない。 しか し、樹木はそれぞれ命ある個体だと考えれば、そんな

に呑気に構えてはいられない。

それぞれの樹木が固有の歴史を持つ個体だという見方を淡々と確信を持って教えて くれたのは、大阪

の山本光二樹医さんである。山本さんを昨年4月 に北大に呼んだのは小野有五先生である。2月 に 「北

大キャンパスの樹林を考える市民の会」を立ち上げ、今度は山本 さんの講演を聞 き、一緒 に構 内のハル

ニレやポプラを見て回り、会員の有志 も実地見聞をするという企画である。地味だが充実した数時間で、

私たちはこの時に多 くのことを学んだ。

今から約1年 前、北大構内の老大木の取 り扱いで突然問題が顕在化 した。強 く危機感 を持 った小野先

生などの北大関係者が、「北大時報」一月号に載った、ハルニレ6本 とポプラ12本 の伐採をとりあえず中

止 させるために行動を始めた。2月10日 、大学関係者 と市民による最初の集会が北大で開かれた。新聞

で知った私もその集会に参加 し、以降現在まで自分のペースで行動 してきた。 この間特に感 じたのは、

漠然と親 しみや信頼感を抱いてきた北大と私の間には、想像以上に深い溝があるということだ。一言で

言えば、大学当局には一般市民の気持ちを考える姿勢が殆どないということである。総長、副総長、施

設部の人々にもお会いしたが、結局何の足 しにもならなかった。端的に言えば倒木や落枝による事故 と

その管理責任を免れるための方策だけが 目立つ。「エルムの学園」とか 「自然に恵まれたキャンパス」 と

いう謳い文句は観光会社のキャンペーンと異ならない。大学には環境問題や生物の優れた専門

家 も多いと思われるが、そのような学者 ・研究者が どうお考えなのか、私たちには殆 ど聞こ

えてこないのである。私たち一般市民の耳に入ってくるのは管理責任を主張する頑なな管理

者や施設部の声のみで、知性豊かな研究者の声ではないような気がする。(小 樽市在住)

かわい いおたよ り 高畑 滋
(理 事)

新年度より、学校現場には総合学習が導入されます。

それに先がけるように当協会には昨年より各学校の生徒や教師か ら自然 に関わ

る問い合わせが多 くあ りました。そんな中から今日は仙台市 の福室小学校5年 生

の上野綾さん、大久美里さんのお便 りを紹介 します。

北 多1
各地の

一
自然保護協会のみな様こんにちは

今、総合学習の勉強で自然のことを調べています。

質問をさせて下さい。

① 自然保護協会の人は何人ぐらいいるのですか?

② 自然保護協会の人はどんな活動をしているのですか?

③ どうしてこの活動をはじめようと思いましたか?

④ 昔にくらべ、どの くらいの木がへっているんですか?

あとできれば自然保護協会のみなさんの顔写真を手紙に入れてお くって下さい。以上です。

いろいろわがまま言ってごめんなさい。一
なぜか返事は2月17日 までとあり、当協会の高畑がさっそ く二人に

質問の・回答を送りま㌻た。写真のかわりに似顔絵を書いて・

1.◎私は たかはた しげる66さ い 顔は

;《r7つ ζ ≒㌧

翻
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「自分のフィロル ド」 甥 蓮瞥

協会の会員の皆さんはそれぞれに自分のお気に入 りの場所をお持ちだろうか。身近な所にあ り、そこ
へ行けば心休まる所。小さな緑地や河原、湿原。私はお気に入 りの自分のフィール ドを持つことはとて

も大切なことだと思う。

自分のフィール ドを持ち、通い詰めることで色々なことが分かって くる。どんな花が咲 くのか、どん

な鳥が渡ってくるのかとか。同時にわかっていたと思い込んでいたことが勘違いであった り、新 しく疑

問がどんどん湧いて くる。それらを解消するために益々そこへ通うことになる。春 も秋も、夏も冬も、

晴れの日も雪の日も、雨の日も風の日も一年を通 じて通うことで本当に色々なことが分かって くる し見

えて くる。知 らず知らずのうちに貴重なデーターが出来上がる。同時に愛着と責任感がでて くるだろう。

愛着と責任感、そ して蓄えられたデーターが、どこにでもあるあ りふれた自然、身近な自然(一 番大

切にしなければならない自然)を 守ってい くための最強の武器となる。

自然観察指導員になった人から、「何から始めればいいのか」 と尋ねられるが、私は身近な所に自分

のフィール ドを見つけようと話 をする。そ してそこの自然を一年を通 してよく見てほしいと話をする。

大雪山や日高を護る運動はもちろん大切だが、身近な自然をよく知っておかないと、後で取 り返 しのつ

かないことになる。大雪山や日高は誰もがよく知っているし、データーもた くさんあるが、身近な自然

はそれがないのだ。

今一度、自分の身近な自然に目を向けて欲 しいと思うのだが。(紋 別町在住)

耳道
ニユース

冬鳥 と鉛 中毒 に思 う 森田 正治
(理 事)

オ オ ワシ 、 オ ジ ロ ワ シ、 オ オ ハ クチ ョウ、 コハ クチ ョ ウの 冬 鳥 た ち は 、 越 冬 の た

め に北 海 道 で 羽 を休 め て い る 。 大 型 鳥 類 は 、 バ ー ドウ オ ッチ ャ ー に と っ て は 、 迫 力

があ り魅力的である。白鳥飛来地での餌付け自粛は、生態系 を考えると当然 と言えよう。

その冬鳥たちも北海道に飛来 して、受難が続いている。数年前から問題になっているワシ類の鉛中毒

は、その典型的な事例である。前 シーズンからエゾシカ猟での鉛弾の使用が禁止になったものの、ワシ

類の鉛中毒死はその前の年より増加 している。今シーズンも鉛中毒死のオオワシが確認されてお り、狩

猟期を終えた2、3月 が気がか りである。

ライフル弾がエゾシカに当たると殺傷力を高めるために、シカの体内で弾が破裂散乱する仕掛けになっ

ている。ハンターが死体を全て持ち去れば問題はないのだが、角やおいしい部分の肉だけを取 り、他を

「残津」 と称 して放置。残された鹿肉をワシ類が食べ、鉛片が胃で溶かされ、急性 ・慢性の鉛中毒症 とな

る訳である。

鉛弾の使用が禁止されたとしても、環境問題として協力を呼びかけるだけで、取 り締 まりの方法がな

い。証拠の弾は飛んで しまい、猟区での所持禁止に しないと効果がない。何 よりも、1日 に2頭 、3頭

と持ち帰れないほど狩猟させるところに解決のキーポイントがあ りそうだ。1日1頭 の時には、鉛中毒

の発生はなかったのだから。

ハクチ ョウなどの水鳥は、湖底の水草 を食べた り、砂のうで、消化を助けるための小石を飲む際、間

違って鉛散弾や釣 りのおもりを口にすることがある。美唄市の宮島沼では狩猟 自粛 となった今で も鉛中

毒の水鳥が保護されている・今回・国際鳥獣保護区やラムサール登録の動き魅 奪葺脇 』学 鯵 》
,

ら灘 雅繍 論 鵬 齢筆怒 ヒトが加害者であるだけ〔ll::::鷺i:ll}鑛翁雛澄
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あ り が と う

一 と ろ 亀 先 生 逝 く一

ど う亀 先 生 は 、1月30日 朝 御 逝 去 され ま した 。思 え ば昨 年10月 ・日本 の 森 と 自然 を守 る 全 国 集 会in北

海 道"が 、 先生 の元 気 な お姿 を 見 る最 後 に な りま した 。夜 の交 流 会 で は ドロ 亀 さ ん とヤ ギ さ ん の 米 寿 の

祝 い もあ り、花 束 とお 祝 い の メ ッセ ー ジ を も らい喜 ん で い た お顔 が 、 当 日の 司 会 を した 私 に は 、 昨 日 の

こ と の よ うに鮮 明 に思 い 出 され ます 。私 が ひ とつ 残 念 に思 うこ と は 、 山小 屋 に 「お い で 」 と 言 わ れ な が

ら一 度 も訪 ね な か っ た こ と。生 き物 す べ て 友 だ ち と思 っ て い る私 と は 、 き っ と 山小 屋 で の話 は盛 り一Lがっ

た と思 い ます 。前 お きが 長 くな り ま した が 、 ドロ亀 先 生 を よ く知 る方 々か ら 思 い 出 の ひ と こ と を 頂 き ま

した。 こ こ に 、御 冥 福 を お祈 り した い と思 い ます 。(大 久保 フ ヨ)

天上の どう亀 さんへ

八木 健三

ど う亀 さ ん と初 め て 親 し くお話 した の は 、20数

年 前5月 、野 幌 付 近 で行 わ れ た植 樹 祭 の と きだ っ

た。 弁 当 につ い て い た1合 ビ ンを傾 け な が らのお

話 、そ の 数 年 前 、サ ッポ ロ冬 季 オ リ ン ピ ック 開会

式 に臨 席 され た昭 和 天 皇 ・皇后 両 陛 下 に 、 そ の 日

の 午 後 知 事 公 館 で ど う亀 さ んが 「森 林 の働 き と新

しい 林 業 経 営 」 を ご進 講 申 し上 げ る こ とに な っ て

いた 。 と こ ろが 、一 杯 や らな い とお 話 が で きな い

の が ど う亀 さんの悩 み 。それ でモ ー ニ ングの ポケ ッ

トに ウ ィ ス キ ーの 小 瓶 を しの ばせ て い たが 、公 館

周 辺 は警 官 ・私 服 が と りま い て 、 「一 寸 一 杯 」 と

い う わ け に は いか な い。

思 い あ ま った ど う亀 さ ん は 、 トイ レに飛 び こ ん

「第14回 日本の森と自然を守る全国集会in北 海
道交流会」実行委員長のあいさつを聞 くどう亀

先生 右かち八木先生、立松和平さん

驚

濡

麟

ー
、

どう亀 先 生"米 寿 の お祝 い の こ とば.

を受 け る。

で 「グ ー」 と一 杯 。 「こ う して ご進 講 は た い へ ん

ス ム ーズ にで きた よ。 陛 下 か ら も い ろ い ろ ご下 問

もあ りま して ネ… … 。」

一 杯 や っ て ゴ

謙 婁∵
ろ亀 さ ん 。 天 上

で も一 杯 や りな

カごら 、 愉 し い

日 々 を 送 っ て 下

さ い。

一8一



i

さ よ う な ら

山 小 屋 の"泥 棒"ネ ズ ミ

前 田 満

あ るH、 どう 亀 さん が研 究 室(鳥 獣 ノ を 、1乃ね て

来 て 言っ た 。 「山小 屋 の 食糧 を 盗 む 奴 が い る 、 調

べ て くれ 」

カ ラマ ツの 丸 太て こ しら え た出 亭屋 は、 紘親 市

「平 和 の 滝」 で 中1を止 め 、1・魏 の(熱 …二1を31沁mほ

ど登 った と こ7)に あ る,翌il、 とろ 亀 さんの 案:内

で 山道 を登 っ た。 ど う亀 さん は 、 目の 前 を横 切 る

カ ケ スに声 をか け る 。 「ほ う!ほ う!迎 え に きて

くれ た か!元 気 だ っ た か!」

近 くに住 む 私 は 、 カ ギ を あず か り山小 屋 に通 っ

た 。 数II後 、"犯 人"を 探 しあ て 、 どう亀 さん に

「実 地 検 証 」 を して もら っ た。 そ れ は 、 高 床 式 小

屋 の 入 り口 に架 か る梯 子の よ うな 階段 か ら室 内 の

食 糧 庫 まで 、10セ ンチ 間 隔 に トー キ ビ粒 を並べ て

誘 導 し、 室 内 の 床 に撒 い た 麦粉 に ア カ ネズ ミの足

跡 を残 させ たの だ。

ど う亀 さ ん は 、 い た く感 激 して 、私 を 「動 物 の

科 学 者」 とい う匿 名 で 、最 初 の 自 著 に紹 介 して い

る 。

綴 駄い'

礪躰購譲難雛礁騒輪 燭藁燃

米寿の祝いの花束を持つ
どう亀先生

ボ ク達88才 に な りま した 。

こ れか ら も元気 に長 生 き しま一 す 。

どう亀の股 くぐ り

高畑 滋

どう 亀 は ゆ っ く り と壇1二に登 っ て 、森 と自然 を

守 る全 国集 会参 加 者 に呼 び か け た 。

「遠:いと こ ろを よ くい らっ しゃ い ま した 。 どう

亀 も年 を とっ た の で 長 くは しゃべ れ ませ ん 。 ビデ

オ で 日 本 一'美しい 森 を紹 介 し ます 。ス タ ー ト!」

ど う亀 は久 しぶ りに満 足 して い た 。 ビデ オ とは

い え全 国 か ら集 ま った 自然 を守 る 仲 間 た ちに 森 の

話 を したか ら だ。 「森 に は ム ダが な い 、 ウ ソが な

い 、後 は頼 ん だぞ 」

夜 の 交流 会 の 酒 は う まか った 。 ご機 嫌 で 八 木 健

一三さん の股 く ぐ りを した
。

「どう 亀が ヤ ギ の股 く ぐ りをす れ ば拍 手 喝 采 、

ブ ル ドー ザ ーが 〔高 の ま た く ぐ りで トン ネル掘 れ

ば 、 そ ん な と こ

ろ に どう 亀 は住

め な い■

ほ ん と うの 宇

宙 入 に な った ど

う亀 は 、銀 河 の

ま た く ぐ りを し

な が ら、 「後 は

頼 ん だ ぞ 。」
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あ ・ら ・か じる ・と

新 刊 紹 介

「里山の環境学」

武内和彦 ・鷲谷いつみ ・恒川篤史 編

A5判 ・上製本 ・264頁/

定価(本 体価格2,800円 十税)

里山ルネッサンス

ふるさとの風景 日本の里山、自然 と人間が

共存する場である里山を未来に伝えるために私た

ちがなすべ きことはなにか、科学、市民、行政な

どさまざまな立場から、グローバルかつローカル

な視点で、これからの里山との関わ り方について

論 じた 〈里山学〉の書。

2001・11か ら2002・1ま で

【A会 員 】

柿 沢 宏昭 近藤 敦 子

「夕張 岳 の 花 」 ハガキ

写 真 梅 沢 俊

1・:H部(各6枚 セ ッ ト)350円(各)

ユ ウバ リコザ クラの会 は 「北 海道 希 少 野 生 動 植 物

保 護条 例」の 制定 を記 ～ 博 囲'ち

念 して北海 道新 聞野 生生

物 基金 の助 成で 美 しいハ

ガキ セ ッ トを作 成 しま し

た。協会 に もあ ります 。

ユ ウバ リ ソ ウ ・

ユ ウバ リキ ンバ イ

ユ ウバ リ

リン ドウ

協会財政を支えるために
「JCB提 携カード」の利用をお願いします。

自然を守るためにささやかな協力を!
。日本野鳥の会や道新野生生物基金などで導入

している 「JCB提携カー ド」を、北海道自然

保護協会でも導入しました。

・協会会員以外の方にも広く募集していますの

でご協力ください。

。JCBカ ー ドを持つ予定の方は是非 「JCB提 携

カー ド」で入会してください。(すでにJCBカ ー

ドを持つている方も重複して入会できます。)

。入会申込み書は協会事務所にご請求下さい。

。JCB提 携カー ドに入会すると、貴方の買い物

金額の約0.4%がJCBか ら協会へ支払われま

す。(会員の負担はありません)

JCB提 携 カー ド

謬馨諜鷺

。 「JCB提携カー ド」の機能は通常のJCBカ ー

ドと同じです。(機能についてはJCBへ 問い

合わせてください)
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活 動 日 誌

2001年11月

10日:札 幌拓北緑地で植樹祭 ・羊ケ丘ライオン

ズクラブと共催

21日:札 幌白陵高校放送部来訪クマとの共生問

題取材

22日:第4回 拡大常務理事会

2001年12月

5日:北 海道アウ トドアガイ ド資格審査委員推

薦問題で道地域政策課 と話 し合い
22日:第3回 理事会

2002年1月

21日:第5回 拡大常務理事会

22日:国 土交通大臣宛 「日高横断道路」要望書

を佐藤静雄副大臣に提出するため上京

環境省自然環境局長、国立公園課長、公

園計画専門官と面談 し、日高山脈の自然

保護iについて要請

29日:自 然保護学校開校

2002年2月

18日:第6回 拡大常務理事会

26日:自 然保護i学校終了式

2002年 自然保護i学校 と自然保護講演会が下記の

日程で行われました。NC(会 報)発 行日の関係
により、会報に掲載で きなかったことをここにお
わびいたします。これからは事業に余裕を持って
企画 し会報に早 く掲載できるようにいたしますの
でご了承下 さい。

記
2002年 自然保護学校
1月29日(幻 開校式 ・ 「ビオ トープについて」

鮫 島 惇一郎
(自然保護i学校校長 ・自然環境研究室主宰)

2月5日(火)「 自然観察のこと始め」

俵 浩 三
(専修大学北海道短期大学名誉教授)

12日(火)「 生 き物の里をつ くる仲間たち」

伊 達 佐 重
(北海道自然保護協会常務理事)
19日(火)「 植物から学ぶ」

佐 藤 謙(北 海学園大学教授)
26日(火)「 川を中心 とした環境学習」

根 岸 徹
(北海道自然観察協議会理事)

自然保護講演会
3月9日(土)「 トラジロウ(ヒ グマ)の コリドー

とその保全問題」

青 井 俊 樹

(岩手大学農学部環境科学科森林科学講座教授 ・
日本クマネットワーク代表)

要 望1書 な ご

■2001年12月17日 千歳川流域治水対策検:

討委員会小林好宏委員長宛

千歳川流域治水対策 「堤防強化(遊 水地併

用)案 」について意見

■2002年1月22日

国土交通大臣、北海道知事宛

日高横断道路(道 道静内中札内線)事 業の

抜本的な再評価を求める要望書 北海道 自

然保護協会 ・十勝 自然保護i協会 ・北海道勤

労者山岳連盟 ・北海道自然保護連合の共同

提出

■2002年1月22日 北海道知事宛

日高横断道路(道 道静内中札内線)事 業の

執行にかかわる道政の進め方に関する質問

書

■2002年1月25日 北海道知事宛

「春季クマ捕獲」に関する質問状

■2002年1月29日 北海道知事宛

遊楽部川における人身事故の危険性が高い

工事に関する意見並びに質問書

■2002年1月30日

室蘭開発建設部中野修部長宛

沙流川水系河川整備計画(原 案)に 関する

質問 ・意見書

■2002年2月8日 北海道知事宛

特定鳥獣保護管理計画の樹立に係わる意見

書

■2002年2月8日 北海道知事宛

カラスの有害駆除について意見書
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*お 知 らせ コーナ ー*

2002年 度総会 と公開講演会

2002年 度通常総会と公開講演会を下記の要領で

開催 します。

日 時:5月18日(土)

総 会 午後1時 ～3時20分

公開講演会 午後3時 半～5時

場 所:か でる2・7、7F

2002年 度通常総会は、理事の改選期 に当た りま

すので、ぜひご参集 ください。また、公開講演会

では、冨士田先生により2001年 に訪問された色丹

島の感激を伝えていただきます。

演 題:「 色丹島の植物」

演 者:冨 士田 裕 子 氏

(北海道大学助教授、北方生物圏フィー

ル ド研究センター植物園)

「千島列島の植物」

北海道自然観察協議会主催で、以下の講演会が

開かれます。当協会活動テーマの一つである 「北

方四島の自然保護」に深 く関わ りますので、また

高橋先生はこの数年間、千島全島の植物研究を精

力的に進めてお りますので、ぜひご参集ください。

日 時:4月20日(土)

午後2時 半～4時(2時20分 受付)

場 所:北 海道環境サポー トセンター

札幌市北区北7条 西5丁 目

演 題:「 千島列島の植物」

演 者:高 橋 英 樹 氏

(北海道大学教授、総合博物館)

問い合わせ先:須 田(Te1:011-752-7217)

参加無料、申し込み不要、当日直接会場へ

スーパー狂言 「ムツゴ ロウ」

札 幌 テ レ ビ放 送 ・朝 日新 聞 社 北 海 道 支 社 ・STV

メデ ィ ア フ ィー ル ズ21主 催 の ス ー パ ー 狂 言 「ム ッ

ゴ ロ ウ」 が 下記 の 要 領 で 開 催 され ます 。 全 国 的 な

自然 保 護 問 題 、諌 早 に 関 わ る催 しで す の で 、 会 員

の 方 に推 薦 い た し ます 。

日 時:5月24日(金)

場 所:札 幌 メデ ィア パ ー ク ・ス ピ カ

札 幌市 中 央 区 北1条 西8丁 目

昼 講 演(午 後3時 開演)

「梅 原猛 講演 会 」 と 「ム ッ ゴ ロ ウ」

夜 講 演(午 後7時 開演)

「妙音 へ のへ の 物 語 」 と 「ム ツ ゴ ロ ウ」

入 場 料(5,000～8,500円)な どの 問 い 合 わ せ は、

STVメ デ イア フ イー ル ズ21

(Tel:011-272-2321)

協 会 の ホ ー ム ペ ー ジ

http:/ク'www.jade.dti.ne.jp/^nchokkai/

kansatu.html

協 会 で は 、会 誌 やNC(会 報)の 他 に、 ホ ー ム

ペ ー ジ で の 活動 報 告 ・意 見 募 集 も行 って お ります

の で 、 ぜ ひ ご覧 に な っ て くだ さい 。 会 員 の 皆 さん

に は 、協 会 宛 に 直接 の 手 紙 で あ っ て も、 ホー ム ペ

イジ 上 の 意 見欄 で あ っ て も、 常 に活 発 に、 ご意 見

を寄 せ て い た だ く こ と願 っ て お ります 。

会費納入のお願い

協 会 の 活動 は 、会 員 の 皆 さん に よる 総 意 と会

費 に基・つ い て お ります 。 まだ 会 費 未 納 の 方 が お

られ ま した な ら、 下 記 に 納 入 くだ さい ます よう、

宜 し くお 願 い い た し ます 。

個 人A会 員4,000円

個 人B会 員2,000円

(A会 員 と同 一世 帯 の 会 員)

学 生 会 員2,000円

団 体 会 員1口15,000円

〔会 費 納 入 方 法 〕

郵 便 振 替 口座02710-7-4055

北 洋 銀 行 大 通 支 店(普 通)0017259

北 海 道 銀 行 本 店(普 通)0101444

札 幌 銀 行 本 店(普 通)418891

※ この紙は再生紙を使用 しています・ゆ
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